
 

■昔のおしゃれ 展示資料紹介～昔の学び・昔の遊び～ 

 「昔の学び・昔の遊び」をテーマに常設展示の一部を展示替えしました。その中から資料をご紹介します。 
 

◆かんざし 

女性の髪形が垂
すい

髪
はつ

（結わずに長く垂らす髪

形）から髷
まげ

を結うようになった江戸時代には、か

んざしが多く使われるようになりました。精巧な細

工を凝らし、素材も金銀・べっ甲
こ う

・象牙・珊瑚
さ ん ご

・ガ

ラスなど多岐にわたる装飾的なかんざしが作ら

れました。 

右の写真のかんざしには、先端に耳かき棒の

ようなお皿がついています。 

◆こうがい 

もとは髪を掻
か

きあげたり、結い上げた髷の形が崩れないように挿す

道具です。かんざしと同様に、おしゃれを楽しむ風潮が強まるにつれ

装飾性の高いデザインが現れました。 

１本の棒に見えますが、引き抜くことができます。細い中挿し

部は頭を掻くときに使われました。毎日洗髪できなかった時代に

おいて、おしゃれなだけでなく実用的な面もあわせ持ったアイテ

ムです。 

 武士が差していた刀剣の 拵
こしらえ

にもこうがいが付属しますが、形

が大きく異なります。耳かき棒のようなお皿がついており、頭髪

を整えたり、髷を崩すことなく頭皮を掻いたり、耳を掻くのに使用しました。 

上の写真の、先端にお皿が付いたかんざしも、同じような使い方をしたものと推測されます。 
 
参考文献等：岩井宏實監修『絵引 民具の事典』2017 年、河出書房新社 
 

■小学校・幼稚園のみなさんが見学に来ました 

秋になると、都南歴史民俗資料館には社会科見学の子どもたちが昔

のくらしを学びにやって来ます。 

９月に都南東小学校、手代森小学校、見前南小学校、10 月に本宮小

学校、津志田小学校、土淵小学校、羽場小学校、11 月には青葉幼稚園・

二葉幼稚園と、今年もたくさんの子どもたちが来館しました。 

昔の道具を目の当たりにした子どもたちの興味は尽きることなく、

帰り際に「まだ見たりない」と名残惜しそうにしていました。 

 資料館には子どもたちからお礼の手紙や感想文が届き、職員一同の

励みになっています。 
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お礼の手紙や感想文 

かんざし（簪）                  当館蔵 

髪型が崩れないように挿
さ

す。飾りとしても用いる。 

こうがい（笄） 当館蔵 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 〜昔のくらしを知る 盛岡市都南歴史⺠俗資料館の貴重な収蔵品〜 

★R6－第３回 冬の遊び道具〜ソリ、スケート、スキー〜
 

現代のようなスマホやゲームのない時代、子どもたちの冬の遊びと言え

ば外遊びでした。雪で手足がかじかみ、近くの家に飛び込んで暖をとらせ

てもらったりしたものです。当館にはその遊びに使った古いソリやスケー

ト、スキーなどが展示してあります。 

写真１のソリは、坂を滑り降りたり道路を引っ張ってもらったりして遊

びました。ソリには様々な形があるのですが、当館のものはコンパクトで

機動力がありそうです。写真２もソリですが、これは箱ゾリと言って冬に小さい子を乗せたり野菜を運んだ

りするのに使ったものです。もちろんこれも子どもたちにとっては格好の遊び道具となりました。写真３は

下駄
げ た

スケート(かね下駄)と言って下駄に鉄製の刃がついています。凍った道路や氷の張った田んぼなどを滑

って遊びました。写真４は竹スキーです。竹を炙
あぶ

って曲げただけの簡単なつくりのものですが、近所で遊ぶ

にはこのようなつくりのもので十分でした。 

今季の冬は昨季と違い、寒く降雪量も多い予報が出ていますが、どうぞ当

館にご来館いただき、展示物から昔の子どもたちの冬の様子に思いをはせて

ほしいと思います。 

写真１ ソリ 

ゆかりの史跡 津志田いたこ塚  
 

 国道４号線沿い、店舗の駐車

場内に白い柵で囲まれた一角

がある。かつては径４ｍ、高さ

50cm ほどの円形の小塚があっ

た。現在も手厚く祀
まつ

られている。 

 

 

写真４ 竹スキー 

盛岡市津志田二丁目 

岩手県交通バス停「津志田北」 

下車徒歩２分

 津志田いたこ塚 

津志田の国道わきに、小さな塚があります。 

この地に遊廓
ゆうかく

が栄えていたころ、ひとりの巫女
み こ

がいて遊女
ゆうじょ

たちに親しま

れていました。ふとした病がもとで亡くなりましたが、身よりもない孤独

なこの巫女を、遊女たちはいたく同情して手厚く葬り供養してやりまし

た。それが、この塚だといいます。 
  

 羽場いたこ塚跡 

  飯岡山の南、雑木林の中にありました。 

  径約６ｍ、高さ２ｍほどの円形の塚で、中央に大きく穴があけられてお

り、墓か祭壇か、いずれ巫女に関係ある塚であろうといわれていました。 

  大正10年（1921）頃、歴史家菅野
か ん の

義之
ぎ の

助
すけ

が発掘調査をしましたが、出土

品はありませんでした。昭和54年（1979）頃まで確認できましたが、現在

は残存していません。 
 

出典：都南村歴史民俗資料館『都南の民話』1985 年 

   都南村教育委員会『村の史跡めぐり―改訂版―』1992 年 

都南の民話と、 

民話にまつわる史跡 

などをご紹介します 

写真２ 箱ゾリ 

となんの民話さんぽ ７ いたこ塚
づか

 

写真３ 

下駄スケート 

(かね下駄) 
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